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概要

放射線撮影室の扉の沓摺(くつずり)に点滴棒がひっかかり、点滴棒が倒れて患者さんがけがをした。

要因

扉枠下沓摺(くつずり)の出っ張りは、床の見切りや放射線の漏洩

対策等で、設置するものですが、通常は、３〜５mm程度で施⾏されています。しかし28番撮影室では10mmほどあ

りました。この扉は、過去、CT更新時に扉を改修したもので、その際、床との取り合いが若干不良だったと推測さ

れます。

対策

10mmの沓摺(くつずり)は少し⾼すぎるため、2〜3mm

程度の補修します。
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